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帝外では､学童期の近視進行が季節の影響をt受けるという報告が一部にみられるが､
国内での報告はない｡そこで今回､日本人児童において近視進行および眼軸伸展につ
いて季節変動があるかどうかを検証 した｡92名の児童(平均年齢 :ll.4±1.7歳､平均
屈折度 :･4.40±1.38D)が近視予防 トライアルに参加し､単焦点 レンズまたは東進屈
折カレンズを使用 した｡屈折度と眼軸長は非調節麻痔下で6か月毎に1年半測定し､
観察区間の前後の蓋をとって進行速度を計算した｡季節は､観察区間の中央日を基準
として､王､冬､その他に分けて解析した｡近視進行は､季節による明らかな影V-は
認めなかった｡眼軸伸展には有意な季節変動がみられ､夏では0.137±0.010mm (千
均土標準誤差)､冬は0.170±0.013mm､その他では0.163士0.008mmであった｡し
かしながら､眼軸伸展の季節変動は､海外の報告と比較すると小さかった｡日本人児
童において､近視進行が王に援やかになる証拠は見られなかった｡眼軸伸展において､
夏にわずかに横やかになるものの､r近視の進行は1年を通してほぼ安定 していると考
えられる｡
論 文 辞 査 括 具 の 要 旨
本研究は日本人児童において､近視の進行および眼軸伸展おいて季節変動が賢め
られるかどうか検討したものである｡世界的には､近視の進行および眼軸伸展は夏季
に抑制されるとの報告は散見されるが､今までわが国であ報告はなかった｡
対象は軽視予防トライアルに参加じた 92名の施主である｡季侍は魚蕪期間の中
央日を基準として､貢 ･冬･その他に分けて分析したものである｡軌定は単焦点レン
ズまたは累進屈折カレンズを用いて6カ月ごとの親蕪期間の前後の差をとって近視の
進行および眼軸伸展の速度を針弁している｡
結果は､諸外国の藩具と異なり､日本におい七臥 近視の進行は季節間の善は罷
められず､一方､脹軸伸展においては夏季に有意に進行の拍噺が瓢められるという興
廃艶い.bのであった｡夏に見られる抑樹の理由について駄 文休みの学業からの解放､
目顔時間の長さなど様々な要因を考蕪しているが､その検征は今後の裸溝と思われた｡
以上から本研究は王事な知見を得たものとして価任ある菓群であると罷める｡
よって､本研究者旺博士 (医学)の学位を得る資格があると帯める｡
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